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特集：那珂市議会議員のそれぞれの想い
　那珂市となりまもなく３年目を迎えます。
　市議会議員のそれぞれの抱負、信条、政策、
活動など市政に対する様々な想いをお伝えします。
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市役所５階から一ノ関池方面

那
珂
市
議
会
議
員
の
市
政
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

　

那
珂
市
誕
生
か
ら
ま
も
な
く

３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
新
市
の
均
衡
あ

る
発
展
の
た
め
、
各
種
施
策
に

つ
い
て
慎
重
に
議
論
・
審
議
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
那
珂
市
は
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
高
齢
者
人
口
の

割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
人
口

の
減
少
も
予
測
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
財
政
状
況
で
は
、
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
地
方
へ
の
税

財
源
移
譲
と
は
い
う
も
の
の
、

市
民
の
た
め
に
十
分
な
施
策
を

行
う
た
め
の
財
源
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち

議
会
で
は
、市
執
行
部
に
対
し
、

効
率
よ
い
行
財
政
の
執
行
体
制

を
つ
く
り
、
市
民
が
快
適
で
明

る
く
生
活
で
き
る
、
福
祉
や
下

水
道
・
道
路
な
ど
の
生
活
環
境

基
盤
整
備
な
ど
の
政
策
が
、
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
助

言･

提
言
を
し
て
参
り
ま
す
。

効
率
よ
い
行
財
政
の
執
行
体
制
に
よ
り
、

　
　
　

政
策
の
早
期
実
現
を
提
言
し
て
い
く

會
あい

澤
ざわ

　　明
あきら

後台2643
298-0263

那
珂
市
議
会
議
長

　

合
併
に
よ
り
新
市
が
誕
生
し

て
３
年
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
両
町
の
一
体
感
あ
る
市

政
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
一
応

の
成
果
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
市
の
状
況
を
み
る
と
、
努

力
は
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

特
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
と

地
域
間
格
差
の
顕
在
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応

す
る
に
は
財
政
基
盤
の
確
立
と

住
民
ニ
ー
ズ
と
い
う
二
律
背
反

の
問
題
解
決
を
急
ぎ
、
思
い

切
っ
た
住
民
参
加
型
行
政
を
選

択
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予

算
の
重
点
的
事
業
配
分
を
図
る

必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

那
珂
市
の
発
展
を
目
指
し
て
行

動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
概
念
を
一
部
根
本
的
に
変
え

　
　
　
　
　

予
算
を
重
点
的
事
業
配
分
へ

那
珂
市
議
会
副
議
長

岩
いわ

上
かみ

　昌
まさ

和
かず

古徳706
296-0310
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市政への想い

那珂市議会議員の

　　　　　　市政への想い

蝦
えび

名
な

　純
すみ

子
こ

平野1800-385
296-3162

那
珂
市
の
未
来
の
た
め
に

総
合
計
画
の
策
定
に
力
を
尽
し
ま
す

　

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
、
市
民
の
要
望
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
産
業
の
活
性
化
、
生
活
環
境
の
整

備
、
教
育
の
充
実
、
市
民
活
動
の
拡
大
を

め
ざ
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
市
民
の
皆
様
の
声
を
受

け
と
め
、
新
た
な
計
画
づ
く
り
に
提
言
し

て
ま
い
り
ま
す
。

勝
かつ

村
むら

　晃
あき

夫
お

古徳652-7
296-3771

市
民
の
声
が
市
政
に
反
映
す
る
よ
う

努
力
し
ま
す

　

市
民
、
地
域
の
声
を
議
会
に
届
け
、
住

み
良
い
環
境
づ
く
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
、
皆
様
と
共
に
考
え
、
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
、
安
心
な

街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

中
なか

村
むら

　惠
けい

子
こ

菅谷4399-1
298-1981

公
の
こ
と
は　

み
ん
な
が
公
平
に
潤

う
様
な
配
慮
が
必
要

　

厳
し
い
財
政
の
中
で
の
市
政
。
ま
ち
で

遂
行
す
べ
き
事
業
と
、
個
人
、
各
家
庭
、

各
団
体
等
自
力
で
や
る
べ
き
こ
と
と
、
公

か
私
か
、
事
業
の
仕
分
け
を
き
ち
ん
と

し
、
限
ら
れ
た
財
源
は
、
各
地
域
各
事
業

に
公
平
、
適
切
に
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
議
会
は
市
民
と
と

も
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。
公
の
こ

と
は
、
み
ん
な
が
公
平
に
潤
う
様
な
配
慮

が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

小
お

田
だ

倉
くら

 義
よしはる

治
本米崎1382
298-0651

農
村
社
会
が
い
き
い
き
。
一
人
ひ
と

り
の
顔
の
見
え
る
行
政
の
実
現
に

　

今
の
農
村
社
会
は
高
齢
化
が
進
展
。
迫

ら
れ
る
「
担
い
手
な
き
集
落
か
ら
の
脱
却

が
必
要
」
、
農
村
社
会
が
い
き
い
き
と
、

や
る
気
と
意
欲
の
あ
る
担
い
手
の
育
成
確

保
、
農
業
の
活
力
低
下
を
防
止
し
、
い
つ

も
安
心
に
暮
せ
る
農
村
社
会
を
構
築
し
た

い
。
又
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
健
全
な
食
生

活
」
の
食
育
の
重
要
性
を
強
調
し
「
元
気

な
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
」
市
の
発
展

に
精
一
杯
活
動
し
ま
す
。

寺
てらかど

門　　近
ちかし

下大賀1296-2
296-1040

市
民
の
更
な
る
福
祉
向
上
と
、

　
　
　

市
政
の
発
展
を
目
指
し
て

　

私
は
、
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
地
域

発
展
等
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
財
政
運
営

は
、
人
件
費
は
、
公
債
費
は
、
事
務
事
業

の
見
直
し
は
、
等
な
ど
、
常
に
哲
学
精
神

を
も
っ
て
最
少
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
る
よ
う
努
力
し
、
市
民
の
更
な
る
福

祉
向
上
と
、
市
政
の
発
展
を
目
指
し
て
、

議
会
活
動
に
真
摯
に
取
り
く
ん
で
い
く
所

存
で
お
り
ま
す
。

海
うみ

野
の

　　徹
とおる

北酒出139
295-1721

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
お
気
軽
に

私
は
、
皆
様
の
訪
問
行
政
相
談
員

　

本
年
度
は
、
私
達
議
員
の
任
期
満
了
の

年
と
な
り
ま
す
。
議
会
は
全
体
の
利
益
を

担
う
審
議
機
関
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

も
、
皆
様
の
御
意
見
・
御
要
望
の
聴
取

に
、
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
お
気
軽
に
お
呼
び
つ

け
下
さ
い
。

　

私
は
、
皆
様
の
訪
問
行
政
相
談
員
。
ど

う
ぞ
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
心
よ
り
お

ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

中
なかざき

﨑　政
まさなが

長
鹿島1715
298-5039

住
み
よ
い
街
づ
く
り
は
、
市
民
の
一

人
一
人
の
議
会
・
行
政
へ
の
注
目
！

　

市
民
常
識
が
常
識
と
し
て
通
る
行
政
、

議
会
活
動
と
な
る
よ
う
、
市
民
各
位
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
議
員
、
市
職

員
も
何
が
一
番
重
要
な
の
か
？　

市
民
が

求
め
て
い
る
課
題
は
、
今
何
な
の
か
を
考

え
、
全
力
で
課
題
解
決
の
為
、
責
務
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

　那珂市議会議員は、現在の市政に対して何を
想い、考えているのか。
　それぞれの議員の思案・抱負・信条・信念・
政策・活動内容などを、お伝えします。
（議席番号順、氏名の下は、住所、電話番号）

※H18.12.11現在の在職者です。
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市政への想い

髙
たかはた

畑　道
みち

英
え

鴻巣1392
295-6048

市
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て

　
　

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を

　
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
の
信
条
に
基

づ
き
、
福
祉
の
充
実
、
教
育
環
境
の
向
上
、

少
子
高
齢
化
の
問
題
、
生
活
道
路
・
下
水

道
設
備
の
充
実
、
財
政
問
題
に
積
極
的
に

取
組
み
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
市
民
と
の

対
話
を
大
切
に
し
て
、
政
策
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。
又
、
必
ず
行
政
の

光
が
十
分
に
届
か
な
い
所
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
領
域
に
も
充
分
に
配

慮
致
し
ま
す
。

根
ね も と

本　慎
しんいち

一
額田南郷746-3

298-6141

皆
さ
ん
！
毎
日
の
生
活
に
満
足
し
て

い
ま
す
か
？

　

公
務
員
の
飲
酒
運
転
、
小
中
学
生
の
自

殺
問
題
、
国
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
モ
ラ

ル
低
下
、
教
育
現
場
の
荒
廃
、
社
会
治
安

の
悪
化
、
実
感
の
無
い
景
気
回
復
等
、
暗

い
話
題
の
多
い
昨
年
で
し
た
。
救
い
は
那

珂
市
は
同
様
な
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
源
で
な

か
っ
た
点
。
政
治
家
の
使
命
は
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
社
会
環

境
整
備
だ
。
今
年
も
微
力
な
が
ら
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

先
まっさき

﨑　　光
ひかる

静1204
296-1865

議
会
の
早
期
自
主
解
散
陳
情
に
思
う

　

那
珂
市
議
会
に
対
し
て
早
期
自
主
解
散

の
陳
情
が
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
が
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
１
つ
は
議
会
自
ら
更
に
襟
を

正
し
、
合
併
の
精
神
に
基
づ
い
た
改
革
・

改
善
に
精
進
す
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
住

民
自
ら
も
、
自
分
達
が
選
ん
だ
代
表
を
叱

咤
激
励
し
協
働
し
て
良
い
ま
ち
を
作
る
こ

と
。
お
互
い
が
刺
激
し
あ
う
こ
と
が
今
後

も
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

笹
ささじま

島　　猛
たけし

菅谷2653-2
298-2232

大
切
な
税
金
で
街
づ
く
り
を
効
率
的

に
進
め
ま
す

　

税
収
が
伸
び
、
あ
り
余
る
財
源
の
あ
る

時
代
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
多
額
の
行
政

経
費
が
か
か
る
現
在
、
行
政
は
税
金
を
感

謝
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
、
無
駄
な

経
費
に
メ
ス
を
入
れ
、
歳
出
削
減
に
努
め

ま
す
。
そ
し
て
、
住
民
に
い
か
に
多
く
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
、
大
切
な

税
金
で
い
か
に
街
づ
く
り
を
効
率
的
に
進

め
る
か
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

君
きみじま

嶋　寿
とし

男
お

下大賀979
296-0642

み
ん
な
で
支
え
合
う
、
人
に
や
さ
し

い
那
珂
市
の
実
現
を
目
指
し
て

　

那
珂
市
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
道
路

建
設
、
下
水
道
、
医
療
や
福
祉
、
大
型

Ｓ
Ｃ
の
進
出
に
お
け
る
商
工
業
へ
の
対

応
等
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
夢
や
希
望
を

か
な
え
る
た
め
に
、
市
民
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
市
の
発
展
の
た

め
、
一
生
懸
命
、
議
会
活
動
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

和
わ だ

田　勝
かついち

一
瓜連1363-4
296-1282

初
心
忘
れ
ず　

産
業
の
振
興
な
く
し

て　

市
の
発
展
な
し

　

市
の
一
番
の
産
業
と
言
わ
れ
て
い
る　

農
業
の
振
興
な
く
し
て　

地
域
経
済
の

発
展
な
し　

と
い
う
の
が
私
の
信
条
で

す
。
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
、
戦
後
最

大
の
農
政
転
換
と
な
る
政
策
が
施
行
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
私
は
こ
れ
を
農
業
振
興

の
チ
ャ
ン
ス
と
捕
ら
え　

地
域
の
人
達
を

は
じ
め
、
色
々
な
人
達
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
前
む
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

冨
とみやま

山　俊
としいち

一
杉420

298-1821

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　
　
　

那
珂
市
発
展
の
基
盤
作
り
を

　

新
生
那
珂
市
が
誕
生
し
て
、
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。
那
珂
・
瓜
連
の
垣
根
も
消

え
、
新
市
民
と
し
て
の
住
民
意
識
を
高

め
る
と
共
に
、
那
珂
市
発
展
の
た
め
の
基

盤
作
り
に
つ
と
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
と
り
、
生
活
環

境
の
整
備
、
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図

り
、
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

那珂市議会だより �



市政への想い

小
お

沼
ぬま

　博
ひろやす

恭
福田1793-4
295-3324

小
さ
な
声
を
大
き
く
実
現

　

景
気
回
復
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
地
方

に
と
っ
て
は
、
様
々
な
問
題
を
か
か
え
る

中
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
福

祉
の
街
づ
く
り
、
学
校
教
育
、
環
境
づ
く

り
、
生
活
環
境
の
整
備
、
少
子
化
対
策
を

推
進
し
、
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

お
一
人
、
お
ひ
と
り
の
声
を
大
き
く
実
現

出
来
る
様
、
初
心
に
も
ど
り
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

遠
えんどう

藤　　実
まこと

菅谷1941-226
295-7825

暮
ら
し
や
す
さ
第
一
！

私
は
そ
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す

　

確
実
に
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
て
い
く

状
況
に
お
い
て
、
い
か
に
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
か
が

今
後
の
那
珂
市
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私

は
、
住
民
の
皆
様
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
立
っ
た
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
実
現
で
き

る
よ
う
な
施
策
を
提
言
し
続
け
る
た
め
、

今
年
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

雨
あめかわ

川　和
かずゆき

幸
堤93

298-6372

那
珂
市
の
誇
り
「
躍
動
」
そ
し
て

　
　
　

「
栄
光
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

行
政
改
革
大
綱
が
進
展
し
財
政
が
改
善

さ
れ
、
商
工
農
業
施
策
が
浸
透
し
集
合
店

舗
の
普
及
、
耕
作
放
棄
地
が
地
域
営
農
組

織
に
請
負
耕
作
さ
れ
農
業
産
出
額
も
拡
大

さ
れ
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
が
形
成
さ
れ
、い
じ

め
防
止
、
保
健
福
祉
施
設
が
充
実
し
、
孫
と

お
年
寄
り
身
体
の
ご
不
自
由
な
方
々
が
笑
顔

で
語
ら
い
の
で
き
る
ま
ち
、
そ
ん
な
社
会
改

革
を
本
気
で
取
り
組
み
実
現
い
た
し
ま
す
。

間
ま

宮
みや

　　一
はじめ

飯田2837
298-6680

安
心
・
安
定
・
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　

社
会
を
目
指
し
て

　

皆
さ
ま
と
共
に
「
福
祉
社
会
づ
く
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
活
環
境
の
整

備
、
産
業
の
振
興
」
等
に
今
後
と
も
積

極
的
に
議
会
、
議
員
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
更
に
地
方
分
権
が
進

み
、
地
方
自
治
体
独
自
の
政
治
姿
勢
、
政

策
が
最
重
要
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
と
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
、
安
全
で
心
豊
か
な
社
会

を
創
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

石
いしかわ

川　憲
のり

男
お

菅谷3137
298-2378

平
等
か
つ
歪
み
の
な
い
、
住
民
主
体

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
！

　

人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
お

互
い
に
相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
み
な
が

ら
、
豊
か
で
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

せ
る
、
明
る
く
住
み
良
い
潤
い
と
活
力
の

あ
る
、
調
和
の
と
れ
た
街
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
た
め
に
、
す
べ
て
を
行
政
に
託

す
の
で
は
な
く
、
市
民
自
ら
の
責
任
で
出

来
得
る
所
は
自
分
達
で
行
な
い
、
全
市
民

一
体
と
な
り
目
的
達
成
の
た
め
の
手
伝
い

を
い
た
し
ま
す
。

助
すけがわ

川　則
のり

夫
お

戸3044-1
297-0818

地
域
格
差
の
な
い
自
治
体
め
ざ
す

那
珂
市
の
創
造
に
全
力
で
傾
注

　

市
制
施
行
後
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す

る
今
日
、
議
会
の
使
命
と
責
任
は
、
一
層

重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
た
と
認
識
致

し
て
お
り
ま
す
。
都
市
部
地
方
、
各
種
業

種
業
界
で
二
極
化
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る

今
日
、
那
珂
市
の
皆
様
に
は
格
差
の
感
じ

ら
れ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
、
公

平
、
公
正
を
念
頭
に
他
自
治
体
の
先
駆
け

と
な
る
よ
う
全
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

寺
てらかど

門　和
かず

雄
お

下大賀1234
296-0522

　

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
抱
負
は
割
愛
い

た
し
ま
し
た
。

那珂市議会だより�



市政への想い

須
す

藤
どう

　　博
はく

津田2647-2
298-5571

行
政
は
、
市
民
一
人
一
人
の
参
加
が

大
事
、
街
づ
く
り
将
来
の
発
展
を

　

国
に
於
い
て
も
格
差
が
大
き
く
叫
ば
れ

て
い
る
今
日
、
当
市
に
於
い
て
も
格
差
が

出
て
き
て
い
る
。
こ
の
差
を
考
え
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
生
活
環
境
、
下
水

道
の
整
備
を
第
一
優
先
に
、
道
路
も
ま
だ

ま
だ
格
差
が
大
き
い
、
舗
装
も
側
溝
も
無

い
、
市
民
の
声
を
大
に
し
て
、
身
近
な
問

題
を
目
標
と
し
て
提
案
し
て
行
き
た
い
。

県
都
隣
接
地
と
し
て
、
人
口
増
を
考
え
当

市
発
展
尽
力
し
ま
す
。

加
か

藤
とう

　直
なおゆき

行
菅谷4298
298-2437

「
住
み
よ
い
町
、
住
ん
で
み
た
い
町
」

を
目
指
し
全
力
で
頑
張
り
ま
す

　

地
方
分
権
の
推
進
が
大
き
な
時
代
の
流

れ
に
な
っ
て
い
る
中
、
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
、
柔
軟
か
つ
個
性
的
な
地
域
社
会

の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
決
意
新

た
に
、
初
心
忘
れ
ず
皆
様
方
の
力
強
い
対

話
を
基
本
に
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ

か
ら
も
、
ず
っ
と
住
み
た
い
、
心
の
か
よ

う
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

石
いしかわ

川　利
としあき

秋
菅谷4115-1
298-2002

入
る
を
量
り
て
出
る
を
制
す
を
基
本

と
し
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
を

　

合
併
か
ら
２
年
、
住
民
に
更
な
る
負
担

増
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
「
入
る
を
量
り
て
出
る
を
制

す
」
を
財
政
の
基
本
と
し
て
財
政
運
営
の

効
率
的
な
運
用
を
図
る
為
の
行
財
政
改
革

を
更
に
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
上

げ
る
努
力
を
行
い
、
子
供
や
高
齢
者
が
安

心
・
安
全
に
暮
せ
る
社
会
の
構
築
を
図
る

な
ど
積
極
的
に
提
案
、
提
言
を
し
て
参
り

ま
す
。

内
うちやま

山 さき子
こ

後台1256-2
298-0721

!!
市
民
と
共
に
創
ろ
う

　
　
　
　
　

住
み
よ
い
ま
ち
を
!!

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
基
盤
の

強
化
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
の

向
上
、
人
間
性
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
と
教

育
の
充
実
を
目
指
し
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

役
と
な
っ
て
、
そ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮

し
な
が
ら
、
市
民
と
共
に
、
活
力
あ
る
安

心
、
安
全
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
、

積
極
的
に
提
案
、
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

萩
はぎ

野
の

谷
や

 敏
としいち

一
瓜連1526-1
296-1052

那
珂
市
の
更
な
る
発
展
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

　

那
珂
市
が
誕
生
し
て
、
２
年
が
経
過

し
、
地
方
分
権
推
進
の
中
で
新
た
な
「
ま

ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
安
心
し
て
住
め
る
「
ま
ち
」
と
は
何

か
を
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
見
出
し
て
い

き
た
い
。
更
に
今
後
の
那
珂
市
の
均
衡
あ

る
発
展
の
た
め
に
福
祉
、
教
育
の
充
実
、

産
業
振
興
等
の
諸
問
題
に
対
し
て
積
極
的

に
提
案
提
言
を
し
、
住
民
負
託
に
応
え
て

参
り
ま
す
。

木
き

村
むら

　静
しず

枝
え

菅谷4494-1
298-2064

力
を
あ
わ
せ
て
住
み
よ
い
那
珂
市
に

す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

　

な
ん
と
生
き
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
。
医
療
改
悪
、
介
護
保
険

改
悪
、
い
じ
め
自
殺
等
々
…
。
弱
肉
強
食

の
社
会
が
今
後
も
続
き
そ
う
で
す
。
で

も
、
な
げ
い
て
い
る
だ
け
で
は
何
一
つ
解

決
し
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ

い
、
力
を
出
し
あ
っ
て
、
一
つ
一
つ
に
立

ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
も
そ
の

た
め
に
皆
さ
ん
と
御
一
緒
に
力
一
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。

車
くるまだ

田　一
いちつぐ

嗣
後台2581
298-1271

地
域
農
業
を
振
興
し
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を

　

本
市
面
積
の
約
５
割
を
占
め
る
農
地
、

そ
れ
に
今
、
不
耕
作
遊
休
農
地
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
現
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
新
し
い
農
業
担
い
手
づ
く
り
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、
食
の
安
全
確
保
、
地
域
環
境
保

全
等
、
本
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
地
域

農
業
を
振
興
し
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

那珂市議会だより �



お
知
ら
せ

市政への想い

渡
わたなべ

邊　勝
かついち

一
中台739

298-1350

す
べ
て
の
那
珂
市
民
の

　
　
　
　
　
　
　

未
来
の
た
め
に

　

那
珂
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
事
情

が
続
く
中
、
効
率
的
な
行
政
改
革
を
図

り
、
地
域
間
の
格
差
を
無
く
し
、
安
全

で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
い
ま

す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
教
育
環
境
や
福
祉
の
充
実
を
図
り
、
い

じ
め
な
ど
の
無
い
、
健
全
な
社
会
環
境
の

整
備
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

中
なかむら

村　　健
けん

中台442
298-4354

積
極
提
言
、
提
案
、

　
　
　
　
　
　

住
民
視
点
で
物
申
す

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
新
市
に
む
け
て
、

一
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
確
保
。

　

（
住
ん
で
安
心
）

二
、
医
療
体
制
の
充
実
。

　

（
健
康
推
進
と
疾
病
者
へ
の
対
応
強
化
）

三
、
収
納
率
向
上
へ
の
組
織
づ
く
り
。

　

（
未
来
へ
の
保
証
と
競
争
力
強
化
）

等
々
住
民
負
託
に
応
え
、
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
責
務
を
真
摯
に
果
た
し
て
参
り
ま

す
。

會
あいざわ

澤　貞
さだ

美
み

鴻巣1436
298-0108

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
新
し
い
市
の

基
盤
つ
く
り
に
取
組
み
ま
す

　

新
市
が
誕
生
し
て
２
年
が
経
過
し
、
両

町
の
融
和
も
進
み
、
今
年
は
新
し
い
基
盤

を
つ
く
る
重
要
な
年
だ
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
な
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
は
住
民
と
協
働
で
取
組
ま
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

財
政
の
健
全
化
、
行
政
改
革
を
推
進
す

る
と
同
時
に
新
市
の
将
来
を
確
実
に
す
る

た
め
重
要
な
年
と
考
え
ま
す
。

海
うみ

野
の

　　進
すすむ

後台2917
298-6448

住
み
よ
い
那
珂
市
を
作
る
た
め
に

　
　
　
　
　

市
民
の
声
が　

市
政
に

　

那
珂
市
が
誕
生
し
て
２
年
目
を
迎
え
、

均
衡
あ
る
発
展
に
尽
力
し
、
財
政
基
盤
の

確
立
、
規
制
緩
和
、
合
併
特
例
債
の
活
用

し
た
総
合
基
本
計
画
を
推
進
し
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
出
来
る
、
福
祉
の
充
実
、
教

育
問
題
、
農
業
の
充
実
、
生
活
環
境
、
道

路
、
下
水
道
の
整
備
な
ど
調
和
の
と
れ

た
、
住
み
良
い
街
づ
く
り
に
積
極
的
に
提

言
し
、
公
平
、
公
正
、
迅
速
に
、
今
後
も

誠
心
誠
意
努
力
致
し
ま
す
。

木
き

内
うち

　良
りょうへい

平
中里138

296-1181

財
政
基
盤
の
確
立
と

　
　

真
に
市
民
本
位
の
施
策
推
進
を

　

「
平
成
の
大
合
併
」
で
合
併
し
た
自
治

体
の
約
７
割
が
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
と
答
え
て
い
る
。
本
市
も
同
様

で
あ
り
行
財
政
の
一
層
の
効
率
化
と
新
た

な
財
源
確
保
を
模
索
し
、
市
民
の
誰
も
が

希
望
に
燃
え
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
構
想
や
諸
計

画
が
真
に
市
民
本
位
の
施
策
と
な
る
よ
う

提
言
し
て
参
り
ま
す
。

秋
あきやま

山　　一
はじめ

下大賀1104-1
296-0880

新
市
第
一
次
総
合
計
画
は
「
心
の
時

代
」
を
目
ざ
し
た
斬
新
な
発
想
を
！

　

最
近
注
目
す
べ
き
社
会
現
象
と
し
て
子

供
に
起
因
す
る
、
い
じ
め
、
折
か
ん
、
果

て
は
殺
人
と
忌
わ
し
い
事
件
が
都
会
か
ら

地
方
に
移
り
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
然
の

景
観
山
河
が
犯
罪
に
浸
さ
れ
、
環
境
豊
か

な
学
び
舎
に
陰
湿
な
い
じ
め
な
ど
緊
迫
感

が
増
幅
し
て
い
ま
す
。
新
那
珂
市
第
一
次

総
合
計
画
は
先
ず
骨
太
な
教
育
を
重
点
に

「
心
の
時
代
」
を
目
ざ
し
た
優
雅
な
行
政

を
強
く
望
み
た
い
。

福
ふく

田
だ

 耕
こ う し ろ う

四郎

那
珂
市
議
会
議
員

　

 

福
田　

耕
四
郎　

氏
が

　
　
　

議
員
を
辞
職
し
ま
し
た

　

福
田 

耕
四
郎
氏
は
、
1�
月
６
日

に
「
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員
を

辞
職
し
た
い
」
旨
の
辞
表
を
議
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
同
日

付
け
で
、
辞
職
を
承
認
し
ま
し
た
。

那珂市議会だより�



那珂市議会は、明るくきれいな

　　　　　　民主的な政治を推進しています

政治家の寄附禁止
クリーンな政治活動のためのルールです

市民は

お金や物を求めない

★政治家に対する寄附の勧誘･要求
　の禁止
　選挙区内の有権者が、政治家に対し、お金や
物を要求したりすると処罰されます。
（公職選挙法第199条の2、第249条の2）

★年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のため
の自筆によるものを除き、年賀状等のあいさつ
状を出すことが禁じられています。
（公職選挙法第147条の2）

★あいさつ目的の有料広告の禁止
　政治家や後援会が、選挙区内の人に対して、
新聞･テレビ･ラジオ等により、あいさつを目的
とした有料広告を出すと処罰されます。
（公職選挙法第152条、第235条の6）

政治家は

お金や物を贈らない

★政治家の寄附の禁止
　政治家は、選挙区内の人へお金や物を贈るこ
とは禁止されています。違反をすると処罰され
ます。
　ただし、政党などの政治団体や親族に対する
場合、政治教育集会などに関する必要な実費の
補償、政治家本人が出席する結婚披露宴の祝
儀、葬式や通夜の香典などで通常一般の社交の
程度を超えないものは除きます。
（公職選挙法第199条の2、第249条の2）
※政治家とは、現に公職にある人、公職の候補者や候補者
になろうとする人です。
※処罰により、禁錮以上の刑に処せられると、その刑の執
行が終わるまで、選挙権及び被選挙権が失われます。
　（公職選挙法第11条）

★政治家の後援団体の寄附の禁止
　政治家の後援団体が選挙区内の人に対して、
花輪、香典、祝儀などを出すことや、後援会の
設立目的により行う行事等に関する寄附以外の
寄附をすると処罰されます。
（公職選挙法第199条の2、第249条の5）

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
長

　
　
　
　
　

  

根
本　

慎
一

　

団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

え
始
め
た
。
日
本
の
高
度
成

長
を
支
え
て
き
た
人
達
だ
。

決
し
て
高
学
歴
で
は
な
い

が
、
厳
し
い
環
境
の
中
、
知

識
・
技
術
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
身
に
付
け
て
き
た
企

業
戦
士
だ
。
ど
の
分
野
で
も

そ
の
力
量
を
発
揮
で
き
る
。

当
市
で
も
毎
年
３
０
０
人
か

ら
５
０
０
人
程
度
が
い
る
。

　

一
方
で
は
日
本
経
済
に
大

打
撃
を
与
え
る
と
も
言
わ

れ
、
中
国
で
は
こ
の
よ
う
な

人
達
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験
を

重
視
し
、
第
２
の
職
場
と
し

て
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
経
済
の

競
争
力
は
、
高
学
歴
化
と
共

に
低
下
し
て
き
た
。
現
在
で

は
社
会
の
発
展
に
必
要
な
真

の
知
識
力
、
想
像
力
の
欠
け

た
中
身
の
無
い
高
学
歴
と
い

う
言
葉
が
支
配
し
て
い
る
。

　

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日

本
、
い
や
那
珂
市
と
な
る
に

は
足
元
か
ら
見
直
す
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　
　

員　

髙
畑　

道
英

　

委　
　

員　

石
川　

憲
男
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